
所管課

事業概要

項目別評価

各委員の評価及び所管課の対応方針

高津区市民提案型協働事業評価結果及び対応方針表

チャレンジ２０１４「スポーツしよう！表現しよう！」

地域振興課、高齢・障害課

・区内のスポーツ施設・文化施設等を拠点に、障害者が気軽に参加できる様々なスポーツ
活動や文化活動等の実施を通して、障害者の健康維持と余暇活動の充実を図る。
・障害の有無に係わらず誰もが健康づくりや余暇活動をすることができる、スポーツ大会を
開催する。

評価項目 妥当

事業名

要改善評価項目に対する主な意見

ＮＰＯ法人チャレンジドサポートプロジェクト

事業の目標設定と達成度 ３人 ２人

・当事者のほかボランティアなど多様な人たちが参加し、目標
を達成したと評する。
・目標設定が不十分。
・だれでも参加しやすい場づくりになっていない。

団体名

事業内容の妥当性 ４人 １人
・スポーツ大会及び文化活動へ述べ１０００人を超える当事者
が参加したのは、それだけの需要があった事業だったと評価
する。

事業の効率性と費用対効果 ２人 ３人

・年間を通じて、地域の団体と協力しながら、さまざまなイベン
トを開催し、障害者が定期的な活動をする場を確保し、健康
維持と余暇活動の充実が図れた。
・障害のある人以外の関わりが不十分（ボランティア）。

協働のプロセス 0人 ５人

・協働の余地はあったのではないか。
・所管課との情報の共有・相互理解が欠けている。
・行政の関わりを必要としない活動だったのではないかと思
わざるをえない。
・担当課は事業費の管理と広報のみの関与であり、事業過程
と成果を見ると、団体だけでも実施できたと思う。
・事業名に見合った内容とするには、より多くの参加者を得る
ための広報・情報発信等でもう一工夫必要であった。実施に
あたった各団体のメンバーのご尽力に心から敬意を表する
が、行政との協働によって、どれだけ新たなボランティアメン
バーを拡げられたか、いまひとつ検討の余地が残されてい
る。

協働による成果 0人 ５人

・自力でできたとのことだが、協働事業としての成果が単に資
金の確保であってはならない。
・団体にとっては、協働により事業費を確保したが、ボランティ
アと場所の不足を解決されたと言えない。

各委員の
総括コメント

・多くの当事者の参加があった点においては、事業の成果を得たと評する。
・今後、自立して事業を継続していけると考える。広報などに関しては区も協力することができれば
良いと思われる。
・ボランティアの拡大等、協働により期待されていた成果が全く見えない。役割分担についても、団
体が行政に期待したのは資金的サポートのみであったと理解せざるをえない事業。
・現在、健常者がボランティアとして参加しているようだが、協働事業を実施したために増えたので
はなく、これまでのメンバーだったのは残念である。意識的にノーマライゼーションをもっと前面に出
してほしかった。
・協働で期待していたと思われるボランティアと場所の不足について、未解決の状態である。区が
関与する場面が多くなく、協働成果が必ずしも十分と言えず、団体とそのネットワークでも同様の事
業が可能でなかったのかと今の時点で考える。
・協働事業としては終了となるが、中心となった団体のメンバーが自立しており、課題解決に向け
て、今後も継続的な取り組みを自主的に展開されたい。
・障害者の健康維持と余暇活動の充実を図ることを目的として、スポーツや文化活動を実施する事
業は極めて意味がある。受注者はノーマライゼーションな社会の実現、インクルージョンの実現を
役割として意識して取り組むとしていたが、ここに向けた新たな取り組みが希薄であった。地域社会
で多くの方たちとともに生活を楽しむ方向に向けてチャレンジをお願いしたい。

中長期的な事業の展望 ２人 ３人

・区は障害者スポーツや文化活動の場を増やす点において、
団体のネットワークが有用であるとの知見を得たと思うので、
これをどのように後押しできるのか、区の試みを期待する。

所管課の
　対応方針

障害者のスポーツへの参加やノーマライゼーションの実現については、様々な活動団体に対して、
必要に応じて、広報・活動協力等の相談にのる、活動のアドバイスを行う等の連携・協力を継続す
ることにより、障害者の生活の質の向上につなげていきます。


